
利尻島の採集から

秋山優

稚内からほど速くないほほ25マイルの海上に浮ぷとの島は，海藻の分

布から考えると，海水というその条件からみても，必ずしも本道からは地理

的な隔離をうけているとはいい難い.ところが淡水藻の分布から考えると，

その生態上からも生理的な隔離条件をもっているかのようである。今夏の採

集もこのようなところから利尻島一帯の湖沼についての調査を試みたわけで

ある。

実際に淡水藻の採集といっても，利尻島における湖沼の分布というもの

は必ずしも豊富というわけではなく，島内には二つの主だった〈ひめ沼〉と

《オタドマリ沼〉とがみられるだけである.ところがこの二つの湖沼は，そ

の生物分布上からみると極めて対照的な湖沼型に属していることが考えられ

る。そのひとつである《ひめ沼》は比較的高地の針葉樹林地帯にあり，その

一端に湖水の流出口をもった流水性の湖沼で，この為にその中に検出される

生物層も比較的広範囲にわたって居り淡水藻としては，

Anabaena， Lyngbya， Calothrix， 

Dinobryon， 

Cosmarium， Staurastrum， Zygnema， Mougeotia， 

Stig，ωclonium， Athanochaete， 

Bulbochaete， Oedongonium 

などが多量に認められ，いわゆる富栄養型湖沼の一例をなすものであり，ま

たこの沼にみられる

浮島の存在も，ひと

つの特徴ある景観を

かたちづくっている

ようである。ところ

がもうひとつの《オ

タドマリ沼〉は，海

岸からほど速くない

平地に形成された止
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Photo 1. ひめmの浮島
Photo 2. オタド・7 リ?召にみら
れるヒツジグサr.t落

水性猪71<.引のiBで，またその近傍ー;1日ーは醇苔植物併を主体としたいわゆる泥

炭性i;Jf，原を構成するもので，従って71<.'[1も215褐色を;IWびた酸度の高いもので，

またその中に検出される藻類も

Cosmarium， Staurastru1n， 

Scenedesmus 

を数うるに過ぎない非調和型の特徴をあらわしている。との点まえに述べfと

《ひめ沼》とはいちじるしい対比がみられるわけである。

広さの点から考えても 《ひめ沼》の約三倍の大きさをもっこの沼，こと

さらにその生物!習の貧弱さから幾分のものたりなさを感じさせるこの沼にも

ひとつの楽しみがある。それはこの沼の一端にくりひろげられた 《ひつじぐ

さ〉のf，'[¥稀である。開花不におとづれる採集者ーにとってはことさらにそれは，

孤島利尻のひとつのなぐさめともなってくれよう。(旭川来高等学校〉

デンマルクの一日

山田 幸児

昨年7月14日から 18日迄ノ ーノレエ{の}ロシドハイム市において第2

回国際海部明門討議会が開1iHされ，それに:1"席する為 7)171=1の未明に羽聞を

発ち途中 ð~l(乙の Wilhelmshaven に:"7・寄った後 26 年振りにデシマノレクのコペ

γハーグシi!iを訪れた。岡地にはH円不n4年約1iii前月程トlii;(下ーして当時植物問物
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